
要 旨

オプティカルフローを用いた表情の分類

千達 哲史

人間のコミュニケーションにおいて� 表情は非常に大きな役割を果たしている� 特に� 手話

を使う人々にとって� 表情は重要になる�

現在表情認識に使用されている方法には� マーカーを利用する方法 ���� 音声や文字入力と

併用する方法 ���がある� しかし� 一つ目はマーカーの設定に時間がかり、もう一方は聴覚障

害者では使用が難しい� 以上の理由より� それらの方法は健聴者と聴覚障害者とのコミュニ

ケーション手段としては使用できない� そこで� スムーズなコミュニケーションを行うため

に� リアルタイムで動作する必要があると考えた�

本研究では� オプティカルフローのみを使用し� 表情をより簡単に分類する手法を提案し

た� 提案した手法として� オプティカルフローを速度データと角度データに分けて考えた�

実験より� �レームを平均させて比較した場合のほうが１フレームずつ比較させた場合よ

りも良い認識結果となった� また� 速度データよりも角度データで比較したほうが良い認識

結果となる�

以上より� �フレームを平均させたオプティカルフローの角度データを用いて比較するこ

とで� より簡単に表情を分類できると考えられた�

キーワード オプティカルフロー� 速度� 角度� フレーム
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